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令和元年度冬期企画展の開催について
下記のとおり令和元年度冬期企画展を開催しますのでお知らせします。
記

１．名称　　冬期企画展「古墳から古代寺院へ　－紀伊における儀礼の変遷を探る－」
２．期間　　令和２年１月１８日（土）～令和２年３月１日（日）
３．内容　　
前方後円墳に代表される古墳が数多く造られた古墳時代。古墳は、大王や地域首長、その同族たちの墓と考えられますが、単なる墓としての意味だけではなく、権力者の政治的な身分や力を表し、また死者の魂が赴く他界をなぞらえたものと考えられ、そこでは死者に対するさまざまな儀礼が執り行われました。本県でも、４世紀頃より岩橋千塚古墳群（和歌山市）をはじめとして大小様々な規模・形の古墳が造られました。しかし古墳時代の終末期（飛鳥時代）の７世紀になると、古墳は小型化し、儀礼も衰退してやがて終焉を迎えます。
一方、６世紀中頃に日本に伝来した仏教が、古墳に替わって死者の魂の冥福を祈る機能をもつものとしてしだいに普及するとともに、仏教思想は社会や国を統合する役割を果たすようになります。畿内で始まった古代寺院の建立が、７世紀中頃より全国的に展開していくなかで、紀伊の各地でも寺院が建立されるようになります。これらを担ったのも、各地の権力者・氏族たちであり、県内では７世紀中頃から終末にかけて造営を開始した15カ寺の存在が推定されています。
本企画展では、６世紀末(古墳時代)から８世紀（奈良時代）の時代の過渡期に焦点をあて、紀伊における古墳の儀礼から仏教の儀礼への移り変わりを考えるとともに、古代国家の成り立ちのなかで、社会がどのように変化していったのかを考えます。
４．展示講座

　 冬期企画展展示講座　令和２年２月２日（日）13:30～15:30 

　　定員：30名（先着順・電話申込）　参加費：資料代100円及び入館料
　　申込受付開始：令和２年１月１７日（金）13：00～
５．入館料　　一般190円／大学生90円
※高校生以下、65歳以上、障害者手帳をお持ちの方及び県内在学中の外国人留学生は無料（要証明書）


